
Ⅰ．在校時に地震が起きたとき 

 

 

 

 

緊急地震速報が放送されたら 

① その場で身を守る姿勢を取ってください。 

② ガラスの近くや上から物が落ちてきそうな場所にいる場合は 

そこから離れてください。 

  ③ 火を消し、出入り口の戸を開けてください。 

 

グラグラときたら 

① 揺れが収まるまでその場に待機する。 

② 落下物に注意する。 

③ 揺れが収まったら、指示者の指示に従って落ち着いて行動する。 

 

何も起きなかったら 

① その場に待機し、指示者の指示を待つ。 

 

 

※緊急地震速報は地震を予測しお知らせするシステムです。突然の地震による被

害を減少させるため、直前の身構えを促すものです。速報が放送されてもあわ

てず、落ち着いて行動してください。 

 

関商工高等学校に設置した緊急地震速報システムについて 

気象庁が予測した地震情報を関商工高等学校に設置した端末機が受信し、地震の到

達時間と震度情報を学校の放送設備で自動に放送します。 

また、設置した端末機には地震計が内蔵されているため、直下地震の場合、独自に

地震を予測します。 

<<緊急地震速報による放送例>> 

「“チャイム音”あと、20 秒で揺れます。予測震度５。身の安全を確保してく

ださい。落下物に注意してください。揺れが収まるまで身を守ってください。

落ち着いて行動してください。」 

<<内蔵地震計による放送例>> 

「“チャイム音”揺れを検出しました。」 

 

緊急地震速報を導入しています。 



Ⅱ．登下校時に地震が起きたとき 

 

① バス・電車等に乗車しているときは、運転手の指示に従うこと。また、保護者

の車で送迎していただいているときは、保護者の判断に従うこと。 

 

② 自転車・徒歩による登下校中の場合は、まず身の安全を確保した上で、揺れが

収まるまでその場に待機する。揺れが収まってから登下校に支障が無い場合は、

登校（または帰宅）すること。被害が甚大な場合は、周りの状況から判断し、

最も安全と思われる場所に避難すること。近くに避難所があるときは、その避

難所を利用すること。 

 

③ 怪我をした場合や、すぐに登校（または帰宅）が困難な状況の場合は、保護者

と学校に必ず連絡すること。電話やメールがつながりにくい場合は、少し待っ

てから連絡すること。どうしても電話がつながらない場合は、ＮＴＴの災害用

伝言ダイヤル（１７１=いない）に電話をしてガイダンスの指示に従ってメッセ

ージを録音すること。関商工定時制の電話番号は０５７５-２２-６５７７です。 

 

Ⅲ．生徒および職員の在宅中の時間帯や休日に地震が起きたとき 

 

   震度４以上の地震が起きたとき 

 

① 怪我等、何らかの被災をした場合は、保護者と学校に必ず連絡すること。電話

やメールがつながりにくい場合は、少し待ってから連絡すること。どうしても

電話がつながらない場合は、ＮＴＴの災害用伝言ダイヤル（１７１=いない）に

電話をしてガイダンスの指示に従ってメッセージを録音すること。関商工定時

制の電話番号は０５７５-２２-６５７７です。 

 

② 何も被災しなかった場合でも、震度４以上の地震に遭遇した場合は、保護者や

担任に連絡を取ることが望ましい。手段は上記①を参考にすること。また保護

者や担任等から連絡が入る可能性が高いので、携帯電話を携帯しておくことが

望ましい。 

                          

 

 

関市立関商工高等学校 定時制 


